
別紙１ 
 

☆-------------------------------------------------☆ 

  伝統産業グローバル革新塾×JAXA-きぼう利用フォーラム 

☆-------------------------------------------------☆ 

日時：2009年3月12日（木）13:30～17:20 

             場所：同志社大学・寒梅館ハーディーホール 

     共催：伝統産業グローバル革新塾／宇宙航空研究開発機構 

   後援：京都商工会議所 

＊＊当日は、衛星利用による商品や、「きぼう」日本実験棟・国際宇宙ステーション・人工衛星など 

                                  講演会内容に関連する模型の展示もございます＊＊ 

☆                                                    ☆ 

 

 
 
  ■ 開会挨拶・・・・・13:30～13:35（５分）  

 
1■ [JAXA1]プロローグ＝＝＝＝13:35～13:55 （20 分） 

 「きぼう利用と京都への期待」 
JAXA きぼう利用プロモーション室長 小林 智之  

     
2■ 基調講演・・・・・13:55～14:25 （30 分）   

 「なぜ、京都と宇宙はつながるのか？」       
        同志社大学大学院ビジネス研究科 教授／伝統産業グローバル革新塾 塾長 
                                                     村山 裕三 
                        
3■ [JAXA2]＝＝＝＝14:25～14:55（３０分） 

 「宇宙から見た地球・京都」- 地球観測衛星「だいち」の利用 - 
JAXA 宇宙利用ミッション本部・衛星利用推進センター  鈴木 明子  

 
4■ 京都の「だいち」利用実例紹介と「きぼう」への期待 

      1．「宇宙工学と伝統工芸の接点を探る試み」 

14:55～15:15 有限会社ジャパンスタイルシステム代表取締役 川邊 祐之亮 

      2．「衛星が捉えた自然色の魅力」 

15:15～15:35 株式会社プーゼフルール 代表取締役 渡邉 倫久 
 
==休憩==  15:35～15:50 （15 分）  
 
5■ [JAXA3]＝＝＝＝15:50～16:30（40 分） 

  「「きぼう利用フォーラム」の紹介～「きぼう」利用の面白さと難しさ～」 

       JAXA きぼう利用プロモーション室 田淵 光彦  

  16:30～16:35 （トータル 5 分程度） 

      山崎宇宙飛行士からのビデオメッセージ  
 

6■ ～宇宙とつながる京都研究会から～ 
 「宇宙に携帯する京都： 研究会のコンセプトと展開方向性」     

16:35～17:05（30 分）富宏染工株式会社 取締役 藤井 友子 
 
7■ [JAXA4]エピローグ＝＝＝＝17:05～17:20（15 分） 

 「きぼう利用フォーラムからのお知らせ」 
JAXA きぼう利用プロモーション室長 小林 智之  

 
＊終了後交流会を開催します。（会費 2000 円）17:45～19:30 同志社大学寒梅館 1 階 
 Hamac de Paradis（アマーク・ド・パラディ） にて。 
 

プログラムは変更する場合がございます 
 




